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日
系
企
業
か
ら
見
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
二
〇
年
─
期
待
と
挫
折
と

　

日
系
企
業
の
動
き
を
端
的
に
見
る
た
め
に
、
ヤ

ン
ゴ
ン
日
本
人
商
工
会
議
所
（
以
下
、Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｙ
）

の
企
業
数
推
移
（
表
１
）
を
見
て
も
ら
い
た
い
。

一
九
九
六
年
一
一
月
、
日
系
企
業
六
一
社
で
Ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｙ
は
設
立
総
会
を
迎
え
、
そ
の
年
度
末
に
は

七
四
社
、
一
九
九
八
年
度
末
に
は
八
六
社
に
増
加

し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
か
ら
早
く
も
退
会

企
業
が
出
て
き
て
い
る
と
お
り
、
一
九
九
八
年
以

降
は
入
会
企
業
も
あ
る
も
の
の
一
貫
し
て
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
、
投
資
判
断
・

事
業
継
続
上
の
背
景
を
、
当
時
の
機
運
も
含
め
て

概
括
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
、
二
〇
年
を
大
き

く
三
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

●
期
待
溢
れ
た
時
期―

一
九
九
二
～

一
九
九
七
年

　

一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
二
年
は
、
日
系
企
業

と
し
て
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
動
き
が
無
い
。
節
目

は
、
一
九
九
二
年
、
タ
ン
・
シ
ュ
エ
大
将
が
Ｓ
Ｌ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
議
長
に
就
任
、
柔
軟
化
路
線
が
取
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
だ
。
一
九
九
三
年
一

月
制
憲
国
民
会
議
開
催
、
一
九
九
五
年
七
月
ア
ウ

ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
女
史
解
放
、
一
九
九
六
年

一
一
月
ミ
ャ
ン
マ
ー
観
光
年
（
こ
れ
に
先
立
つ
六

月
、
全
日
空
が
直
行
便
就
航
）、
一
九
九
七
年
七

月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
ま
で
、
日
系
企
業
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
期
待
が
溢
れ
、
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
つ
の
象
徴
的
な
動
き
は
、
一
九
九
四
年
六
月
に

丸
紅
の
春
名
会
長
を
団
長
と
す
る
経
団
連
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
訪
問
で
、そ
れ
以
降
、日
系
企
業
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
へ
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
り
、「
九
五
年

の
春
ま
で
に
大
手
総
合
商
社
の
ト
ッ
プ
が
率
い
る

総
合
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
相
次
い
で
派
遣
」（
参

考
文
献
①
、
一
五
八
ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
れ
る
よ
う

な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
「
商
社
の
常
駐

駐
在
員
は
九
四
年
一
一
月
の
六
社
六
人
か
ら
、

九
六
年
八
月
末
時
点
で
は
九
社
三
三
人
」
に
達
し
、

九
七
～
九
八
年
ご
ろ
に
は
商
社
一
社
で
一
〇
人
を

超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
自
動
車
、
電
気
・
通
信
、
プ
ラ
ン

ト
関
連
な
ど
様
々
な
案
件
が
動
い
て
い
た
が
、
中

で
も
一
九
九
七
年
完
成
し
た
三
井
物
産
と
建
設
省

住
宅
局
の
合
弁
に
よ
る
ミ
ン
ガ
ラ
ド
ン
工
業
団
地

は
象
徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
完
成
直
後
か

ら
、
日
系
の
家
電
工
場
、
食
品
加
工
工
場
が
進
出
、

相
当
な
関
心
を
集
め
た
よ
う
だ
。

　

な
お
、
先
の
経
団
連
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
訪
れ
た
と

き
、
タ
ン
・
シ
ュ
エ
議
長
兼
首
相
や
キ
ン
・
ニ
ュ

ン
第
一
書
記
（
と
も
に
当
時
の
役
職
）
に
も
表
敬
。

キ
ン・ニ
ュ
ン
第
一
書
記
は
そ
の
挨
拶
の
中
で「
政

治
と
経
済
は
不
可
分
で
あ
る
。
政
治
が
安
定
し
な

け
れ
ば
経
済
は
混
乱
し
、
経
済
が
発
展
し
な
け
れ

ば
政
治
の
安
定
も
難
し
い
。
政
治
の
安
定
と
と
も

に
経
済
の
発
展
を
実
現
し
て
、
は
じ
め
て
国
の
発

展
が
あ
る
の
で
、
政
治
経
済
の
両
面
で
改
革
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
」（
参
考
文
献
②
、一
二
四
ペ
ー

ジ
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
政
権
幹
部
か

ら
は
、
真
剣
に
国
内
を
安
定
さ
せ
、
対
外
開
放
政

策
・
市
場
経
済
化
を
進
め
、
国
を
良
く
し
て
行
こ

う
と
い
う
気
概
の
よ
う
な
も
の
が
、
訪
れ
た
日
系

企
業
に
は
感
じ
ら
れ
、
進
出
の
背
景
に
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。

●
挫
折
を
味
わ
っ
た
時
期―

一
九
九
七

年
か
ら
現
在
ま
で

　

一
九
九
七
年
、
日
系
企
業
を
取
り
巻
く
状
況
が

一
変
し
た
。
七
月
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
は
と
も
か

く
、
五
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
（
新
規
投

資
禁
止
措
置
）、
七
月
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
さ

ら
に
貿
易
赤
字
・
外
貨
不
足
が
拡
大
し
て
い
た
こ

と
か
ら
一
一
月
に
貿
易
政
策
評
議
会
（
通
称
、
Ｔ

表１　ヤンゴン日本人商工会議所（JCCY）会員数推移
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

当初 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末
貿 易 部 会 17 17 3 －2 18 18 －4 14 －1 13 13 1 －1 13 －1 12 12 12 －2 10 10
金 融 保 険 部 会 10 10 3 13 13 －4 9 9 －2 7 7 －1 6 6 6 6 6
工 業 部 会 13 13 2 －1 14 6 －3 17 4 －8 13 1 －2 12 3 －2 13 －2 11 1 12 3 －1 14 14 －2 12 －2 10
建 設 部 会 14 5 19 3 22 3 －2 23 2 －4 21 2 －2 21 －2 19 19 －3 16 16 1 －2 15 －3 12 12
流通・サービス部会 7 8 15 1 16 1 －2 15 1 －3 13 1 －2 12 3 －1 14 －3 11 2 13 3 16 1 －1 16 1 17 1 －1 17

合　　　計 61 13 0 74 12 －3 83 10 －7 86 7 －23 70 4 －7 67 6 －7 66 1 －6 61 3 －5 59 6 －1 64 2 －3 63 1 －7 57 1 －3 55
（出所）ヤンゴン日本人商工会議所。
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ざ
る
状
況
と
い
え
る
。
二
〇
〇
七
年
八
月
～
九
月

末
に
か
け
て
の
デ
モ
騒
動
を
受
け
、
欧
米
の
追
加

制
裁
が
発
動
さ
れ
る
な
ど
事
業
環
境
と
し
て
は
一

段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
企
業
数
の
減
少
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
常
駐
日
本
人
駐
在
員
の
数
は
そ
れ
以

上
に
減
少
し
、
例
え
ば
、
二
〇
〇
八
年
五
月
現
在
、

Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｙ
加
盟
商
社
は
一
〇
社
で
八
名
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

●
意
外
な
角
度
か
ら
期
待
さ
れ
始
め
た

時
期―

二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
現

在
ま
で

　

上
記
と
も
重
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
自
身
の
変
化
で
は
な
く
、
日
系
製
造
業
、
特

に
縫
製
な
ど
の
労
働
集
約
型
産
業
に
と
っ
て
の
事

情
の
変
化
に
よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
期
待
の
目
が

注
が
れ
て
き
た
、
あ
る
い
は
期
待
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
き
た
時
期
で
も
あ
る
。
長
ら
く
中
国
沿

海
部
で
製
造
し
て
き
た
企
業
が
、
急
激
な
人
件
費

高
騰
な
ど
の
環
境
変
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
前
後
、
将
来
の
環
境
変
化

を
見
越
し
て
、低
廉・豊
富
な
労
働
力
が
あ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
進
出
し
始
め
た
縫
製
業
者
が
数
件
あ
る

が
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
年
ご
ろ
か
ら
は
そ
の

動
き
が
加
速
、
現
在
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
地
企

業
な
ど
へ
の
委
託
も
含
め
れ
ば
一
四
～
一
五
件
は

あ
る
だ
ろ
う
。
縫
製
業
は
、
委
託
加
工
貿
易
を
行

う
た
め
、
輸
出
入
が
行
わ
れ
る
も
の
の
、
加
工
賃

（
外
貨
）
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
振
り
込
ま
れ
る
だ

け
な
の
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
に
も
問
題
な
い
分
野

と
い
え
る
。
電
力
を
は
じ
め
問
題
は
多
々
あ
る
も

の
の
、
日
本
向
け
縫
製
品
輸
出
は
近
年
三
〇
％
以

上
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
日
系
企
業
に
と
っ
て

は
期
待
で
き
る
分
野
に
な
っ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

こ
の
二
〇
年
を
振
り
返
る
と
、
国
内
政
治
お
よ

び
国
際
政
治
環
境
の
安
定
、
ま
た
、
外
国
投
資
奨

励
の
姿
勢
が
、
企
業
の
投
資
判
断
、
事
業
継
続
の

上
で
い
か
に
重
要
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

様
々
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
今
の
状
況
は
、
日
系
企
業
だ
け
で
な

く
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
発
展
、
ま
た
、
雇
用
機

会
を
失
っ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
に
と
っ
て
も

惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
五
月
末
現
在
、
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン

に
よ
る
爪
あ
と
が
大
き
く
残
る
が
、
国
民
投
票
を

終
え
、
新
憲
法
が
成
立
、
二
〇
一
〇
年
に
は
複
数

政
党
制
民
主
主
義
を
実
現
す
る
た
め
の
総
選
挙
が

視
野
に
入
っ
て
き
た
。
今
度
こ
そ
、
投
資
環
境
の

全
面
的
な
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
「
期
待
」
し

た
い
。（

こ
じ
ま　

え
い
た
ろ
う
／
ジ
ェ
ト
ロ
・
ヤ

ン
ゴ
ン
所
長
）

《
参
考
文
献
》

①
ジ
ェ
ト
ロ
編
集
・
発
行
『
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
』
一
九
九
七
年
。

②
田
島
高
志
著
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
見
え
て
く
る
』

（
改
訂
版
）
有
朋
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。

③
工
藤
年
博
編
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
実
像
』
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
。

Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
た
（
参
考
文
献
③
、
一
二
ペ
ー

ジ
）。
と
り
わ
け
、
Ｔ
Ｃ
設
置
に
よ
り
、
輸
入
ラ

イ
セ
ン
ス
発
給
制
限
、
輸
出
獲
得
外
貨
の
取
引
制

限
、
外
国
送
金
の
制
限
な
ど
、
次
々
と
内
向
き
の

政
策
が
と
ら
れ
て
い
き
、
国
内
市
場
を
目
当
て
に

進
出
し
た
工
場
が
輸
出
を
強
要
さ
れ
る
な
ど
、
投

資
環
境
が
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
大
幅
に
転
換
し
て
し

ま
っ
た
。
以
後
、
日
系
企
業
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｙ
加
盟

企
業
だ
け
で
も
一
九
九
八
年
七
社
、
一
九
九
九
年

二
三
社
、二
〇
〇
〇
年
七
社
と
激
減
し
て
い
く（
商

社
・
金
融
機
関
の
統
合
・
再
編
数
も
含
む
）。

二
〇
〇
二
年
に
は
外
国
企
業
に
よ
る
製
造
を
伴
わ

な
い
貿
易
業
を
事
実
上
禁
止
す
る
措
置
ま
で
取
ら

れ
る
。
期
待
が
大
き
か
っ
た
分
、
挫
折
を
味
わ
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
三
年
五
月
ス
ー
チ
ー
女
史
再
軟
禁
、
七

月
ア
メ
リ
カ
追
加
経
済
制
裁
（
禁
輸
措
置
、
ド
ル

送
金
禁
止
な
ど
）
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
も
の
の
、

八
月
キ
ン
・
ニ
ュ
ン
第
一
書
記
が
首
相
就
任
、
七

段
階
の
民
主
化
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
発
表
、
翌
年
三

月
に
は
一
九
九
六
年
か
ら
中
断
さ
れ
て
い
た
国
民

会
議
が
再
開
、
と
い
う
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、
一

時
期
、
日
系
企
業
の
間
で
も
再
度
、
期
待
が
膨
ら

み
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
淡
い
期
待
も
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
キ
ン
・
ニ
ュ
ン
首
相
の
突
然

の
失
脚
に
よ
り
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、

日
系
企
業
と
し
て
は
閉
塞
感
の
強
い
時
期
を
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
近

隣
諸
国
、
特
に
中
国
の
資
源
関
連
の
動
き
が
活
発

化
、
日
系
企
業
と
し
て
は
そ
れ
を
横
目
で
見
て
い

ざ
る
を
得
ず
、
閉
塞
感
の
上
に
悔
し
さ
も
織
り
交

表１　ヤンゴン日本人商工会議所（JCCY）会員数推移
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

当初 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末 増 減 期末
貿 易 部 会 17 17 3 －2 18 18 －4 14 －1 13 13 1 －1 13 －1 12 12 12 －2 10 10
金 融 保 険 部 会 10 10 3 13 13 －4 9 9 －2 7 7 －1 6 6 6 6 6
工 業 部 会 13 13 2 －1 14 6 －3 17 4 －8 13 1 －2 12 3 －2 13 －2 11 1 12 3 －1 14 14 －2 12 －2 10
建 設 部 会 14 5 19 3 22 3 －2 23 2 －4 21 2 －2 21 －2 19 19 －3 16 16 1 －2 15 －3 12 12
流通・サービス部会 7 8 15 1 16 1 －2 15 1 －3 13 1 －2 12 3 －1 14 －3 11 2 13 3 16 1 －1 16 1 17 1 －1 17

合　　　計 61 13 0 74 12 －3 83 10 －7 86 7 －23 70 4 －7 67 6 －7 66 1 －6 61 3 －5 59 6 －1 64 2 －3 63 1 －7 57 1 －3 55
（出所）ヤンゴン日本人商工会議所。


